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賛成：○　反対：×　継続審査：△　（注）賛否状況は全て案件に対する各議員の賛否状況を記載しています。
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きょうどう 境港市議会公明党議員団自由未来 無所属

賛　　否　　状　　況

　境港市議会では、5 月 30 日に臨時会が開かれ、続いて 6 月 7 日から 22 日間の会期で 6

月定例会が開かれました。6 月定例会では「令和 4 年度境港市一般会計補正予算（第２号）」、

「境港市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動用自動車の使用等についての市費負担

に関する条例の一部改正」など条例 6 議案および「市道の路線の認定について」などその他

2 議案、「固定資産評価審査委員会委員の選任について」など人事 2 議案が上程されました。

審議、採決の結果、議案はすべて原案のとおり可決されました。

　また、「陳情書等の電子的提出についての陳情」など陳情 4 件のうち 2 件は採択、1 件は

不採択、1 件は閉会中の継続審査となりました。

　その他、「令和 4 年度境港市一般会計補正予算（第 2 号）に対する附帯決議」など委員会

提出議案 2 件が原案のとおり可決されました。

　議決結果は P2、3 に掲載しています。また市議会ホームページでもご覧いただけます。

一般会計補正予算から主な事業を P4 で紹介します。

　本会議に上程された主な議案や陳情は、会期中に開催される各委員会に付託され審議され

ます。委員会には、常任委員会（予算委員会、総務民教委員会、経済厚生委員会）と、議会

運営委員会および３つの特別委員会があります。今回は、常任委員会での協議内容の一部を

紹介します。

■予算委員会

　「住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金事業」については、

対象世帯と支給方法が住民税非課税世帯（プッシュ型）と家計急変世帯（申請型）と 2 種類

あり、家計急変世帯（申請型）について市民へ分かりやすい情報提供を行い、申請漏れのな

いよう充分な周知をはかること求めるとの意見がありました。

 

■総務民教委員会

　「パートナーシップ宣誓制度の導入に伴う関係条例の整備に関する条例」については、

パートナーシップ宣誓制度の周知をはかるため、どのように広報を行うのかとの質疑に対し

て、「制度を行使して受けられるサービスなどを広報するだけではなく、性的マイノリティ

への理解を深めていただけるよう努めていく。」との答弁がありました。

■経済厚生委員会

　「水木しげる記念館条例」について、

新しい施設になった場合に入場料金の変動があるか、市長のみの権限とされる不服申し立て

に対する決定や目的外使用の許可についてどのようなケースを想定しているかなどの質疑が

あり、水木しげる記念館は利益の出る可能性がある施設であり、利益が出た場合などの取り

扱いを条例で規定するか協定に盛り込む必要性があるとの意見がありました。

5 月臨時会・6月定例会（議決結果）令和4年

委員会での質疑・意見

令和4年5月臨時会・6月定例会（議決結果）

5月臨時会・6月定例会（議決結果）5月臨時会・6月定例会（議決結果）
　境港市議会では、5 月 30 日に臨時会が開かれ、続いて 6 月 7 日から 22 日間の会期で 6

月定例会が開かれました。6 月定例会では「令和 4 年度境港市一般会計補正予算（第２号）」、

「境港市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動用自動車の使用等についての市費負担

に関する条例の一部改正」など条例 6 議案および「市道の路線の認定について」などその他

2 議案、「固定資産評価審査委員会委員の選任について」など人事 2 議案が上程されました。

審議、採決の結果、議案はすべて原案のとおり可決されました。

　また、「陳情書等の電子的提出についての陳情」など陳情 4 件のうち 2 件は採択、1 件は

不採択、1 件は閉会中の継続審査となりました。

　その他、「令和 4 年度境港市一般会計補正予算（第 2 号）に対する附帯決議」など委員会

提出議案 2 件が原案のとおり可決されました。

　議決結果は P2、3 に掲載しています。また市議会ホームページでもご覧いただけます。

一般会計補正予算から主な事業を P4 で紹介します。

令和 4 年
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※6月定例会では、このほか報告が9件ありました。

第38号

第39号

第36号

第37号

第40号

第41号

第42号

第43号

第44号

第45号

第46号

第47号

第48号

第49号

第50号

第51号

第1号

第2号

第3号

第4号

第5号

令和４年度境港市一般会計補正予算（第１号）

令和４年度境港市駐車場費特別会計補正予算（第１号）

専決処分の承認を求めることについて【境港市税条例等（一部改正）】

専決処分の承認を求めることについて【境港市国民健康保険税条例（一部改正）】

境港市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例制定について

固定資産評価審査委員会委員の選任について

固定資産評価員の選任について

令和４年度境港市一般会計補正予算（第２号）

境港市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動用自動車の使用等についての市費負担に

関する条例の一部を改正する条例制定について

境港市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例制定について

重要な公の施設の指定に関する条例の一部を改正する条例制定について

パートナーシップ宣誓制度の導入に伴う関係条例の整備に関する条例制定について

境港市地方活力向上地域等における固定資産税の課税免除及び不均一課税に関する条例の

一部を改正する条例制定について

水木しげる記念館条例の一部を改正する条例制定について

市道の路線の認定について【外江１３８号線】

工事請負契約の締結について【市営住宅渡団地エコ改善工事（二期工事）（建築）】

少人数学級・教職員定数の改善を求める意見書の提出について

議案第４３号　令和４年度境港市一般会計補正予算（第２号）に対する附帯決議

陳情書等の電子的提出についての陳情

国の「水田活用直接支払交付金」の見直しの白紙撤回を求める陳情

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための、2023年度政府予算に係る意見書採択の陳情

区　分
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条　例

条　例

その他

人　事

委 員 会

提出議案

番 号会議 案　　　　件　　　　名 議決結果

原案可決

原案可決

承　　認

承　　認

原案可決

同　　意

同　　意

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

採　　択

閉会中の

継続審査

採　　択

意見書送付

令和４年５月臨時会・６月定例会　議決結果一覧表【全会一致で議決したもの】

令和４年６月定例会　議決結果一覧表【賛否の分かれたもの】

第6号 西部広域行政管理組合一般廃棄物処理施設整備基本構想の見直しを求める陳情

区　分

陳　情

番 号 案　　　　件　　　　名 議決結果

不 採 択

令和４年５月臨時会・６月定例会　議決結果一覧表
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令和４年度一般会計補正予算令和４年度一般会計補正予算

第２弾
地元で買おう！食べよう！
さかいみなと応援券事業

燃油や原材料費の高騰、商品価格などの値上げなどで

市民や事業者に大きな影響が出ていることから、

「さかいみなと応援券」を全市民に

一律１人５千円分を配布する。

１億 7,769 万円

令和４年度一般会計補正予算

公園維持管理費

消防団の魅力発信事業

雨漏りが発生している境台場公園の

灯台を改修する。

若年層をターゲットにした

消防団の魅力を紹介する動画を作成し、

イベント会場での上映や SNS での発信を行い、

消防団活動を広く伝え、新規団員獲得につなげる。

1,514 万円 200万円

障がい児介護特別支援金
給付事業

特別児童扶養手当の受給資格を有する、

ひとり親世帯に対し、

１世帯あたり１０万円の支援金を給付する。

190 万円

住民税非課税世帯等に対する
臨時特別給付金事業
これまで臨時特別給付金を受給していない

住民税非課税世帯や新型コロナ感染症の影響で収入が

減少した家計急変世帯に１世帯あたり１０万円を給付する。

（福祉課に相談の上、申請）

6,195 万円

※画像は第 1 弾「さかいみなと応援券」
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市政を問う
議員13人が一般質問を行いました。

【一口メモ】

議事録は議会事務局やホームページで閲覧できます。

ページ 質問事項 質問議員

一般質問には、所属する会派を代表して行う「代表質問」（境港市議会では３人以上

の会派のみ）と、議員個人の立場・観点で行う「各個質問」があります。

議会だよりの質問ページは、質問を行った１議員については最大１ページとしていま

すが、上記の「代表質問」と「各個質問」では性質や質問時間が異なるため、「代表質

問」を行う場合は会派内でページ配分をしています。

各議員は掲載した以外にも質問していますが、議会だよりでは、スペースの都合上、

議員本人が質問と答弁を要約しています。

６月議会はすべて「各個質問」です。

足田　法行

景山　　憲

安田　共子

平松　謙治

米村　一三

伊藤　康弘

松本　晶彦

柊　　康弘

加藤　文治

吉井　　巧

田口　俊介

森岡　俊夫

永井　　章

①子ども・家庭の支援について

②コロナ禍の影響における孤独・孤立の支援について

①環境対策について

②地域交通維持に向けて今後の対応について

①児童・生徒とともにつくる教育環境について

②島根原発の不適切事案について～原因究明と再発防止求め、稼働容認は撤回を

③一般廃棄物処理基本計画について～ごみリサイクルと減量化のさらなる推進を

①ねんりんピックについて

②道路交通環境整備について

①通学路の安全対策と学校周辺の管理計画について

②予防接種について

①市職員の人事施策について

②学校給食について

①今後の境港市の人口について

②境港市まちづくり総合プラン（第１０次境港市総合計画）について

①「子育てするなら境港」環境づくりについて

②自治会のゴミ集積場問題について

①犯罪被害者支援について

②公共施設について

①天皇道路渡地区のケヤキ伐採について

②市民交流センター（みなとテラス）の建築計画から実施設計までの推移について

①観光案内サイン整備事業について

②Ｓｅａ級グルメ全国大会について

①難聴者支援について

②教育環境の整備について～放課後児童クラブのあり方について～

①公共工事の入札方法について

②介護予防・医療予防について

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

一 般 質 問
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各 個 質 問

児童虐待においての伴走型支援は

早期発見に努め関係機関との

連携で支援する 公明党公明党

足田　法行　議員足田　法行　議員

る
背
景
に
は
、
ど
の
よ

う
な
困
難
が
あ
り
、
伴

走
型
支
援
が
さ
れ
て
い

る
の
か
。

【
福
祉
保
健
部
長
】
本

市
で
は
、
早
期
発
見
に

努
め
て
い
て
、
母
子
手

帳
の
交
付
や
乳
幼
児
健

診
に
加
え
、
新
生
児
や

未
就
学
児
童
の
家
庭
訪

問
な
ど
の
機
会
を
通

じ
、
何
か
気
に
か
か
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
こ

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

月
２
回
の
検
討
会
の
中

で
、
必
要
に
応
じ
て
関

係
機
関
と
の
連
携
を
は

か
っ
て
、
伴
走
型
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

【
足
田
】
本
市
の
要
保

護
児
童
な
ど
へ
の
支
援

の
取
り
組
み
は
。

【
市
長
】
情
報
提
供
が

あ
っ
た
児
童
に
は
、
ア

セ
ス
メ
ン
ト
を
行
っ
た

上
、
関
係
機
関
と
の
協

議
で
支
援
方
針
を
定

め
、
具
体
的
な
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
児
童

相
談
所
に
よ
る
指
導
措

置
の
市
町
村
へ
の
委
託

は
、
「
児
童
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
」
に
指
導
の

一
部
を
委
託
し
て
い

る
。

【
足
田
】
委
託
先
と
本

市
と
の
連
携
・
協
働
体

制
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
、
児
童
虐
待
の
あ

児童虐待防止のための
家庭支援の充実を

全庁的な取り組みで、
福祉人材を

市長
ＩＣＴ推進による省力化で、

福祉人材を確保

【
足
田
】
ひ
き
こ
も
り

支
援
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
育

成
・
強
化
を
県
や
近
隣

市
町
村
と
連
携
し
な
が

ら
、
市
が
積
極
的
に
か

か
わ
る
こ
と
が
必
要
に

思
う
が
、
ど
う
か
。

【
市
長
】
今
後
も
ひ
き

こ
も
り
支
援
は
、
訪
問

に
よ
る
支
援
を
継
続
し

な
が
ら
、
本
人
だ
け
で

な
く
、
家
族
も
含
め
た

ト
ー
タ
ル
的
な
支
援
を

行
っ
て
い
く
。
ま
た
、

高
齢
、
障
が
い
、
疾
病
、

ひ
き
こ
も
り
な
ど
に
よ

り
支
援
が
必
要
な
方
に

対
し
て
地
域
全
体
で
取

り
組
む
鳥
取
県
の
「
家

庭
あ
ん
し
ん
支
え
愛
条

例
」
の
制
定
に
つ
い
て

も
動
向
を
注
視
し
て
い

き
た
い
。

【
足
田
】
デ
ジ
タ
ル
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
推
進
し
、

省
力
化
を
は
か
る
中
、

全
庁
的
な
取
り
組
み

で
、
福
祉
人
材
を
確
保

し
て
も
ら
い
た
い
が
。

【
市
長
】
議
員
が
言
う

よ
う
に
、
デ
ジ
タ
ル
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
省

力
化
を
は
か
る
こ
と

で
、
職
員
が
市
民
に
寄

り
添
う
時
間
が
で
き
る

よ
う
、
ま
た
福
祉
人
材

が
確
保
で
き
る
よ
う
職

員
全
体
の
中
で
デ
ジ
タ

ル
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。 ひきこもりなど複数の問題も対象にした条例

制定されれば全国初

福祉保健部長
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各 個 質 問

新規建築物へ
太陽光発電設備設置を

JR 境線の存続に向けて
状況把握を

市長

利用促進へ取り組みを講じ

路線維持に努める
市長

景山　　憲　議員景山　　憲　議員

会派　自由未来会派　自由未来

新規建築物などでは

施設ごとに検討が必要

【
景
山
】
本
市
の
環
境

基
本
計
画
が
新
た
に
策

定
さ
れ
、
今
後
５
年
間

で
環
境
改
善
に
取
り
組

む
事
業
な
ど
が
示
さ
れ

た
。
行
政
が
率
先
し
て

具
体
的
に
取
り
組
み
、

そ
の
姿
勢
が
「
ど
の
よ

う
に
地
域
に
浸
透
し
て

い
く
の
か
」
が
課
題
で

あ
る
。

　

公
共
施
設
の
屋
根
な

ど
未
利
用
ス
ペ
ー
ス
へ

自
家
消
費
型
太
陽
光
発

電
導
入
検
討
と
あ
る
。

ど
の
よ
う
に
進
め
る

の
か
。
こ
れ
ま
で
は
、

「
導
入
は
考
え
て
い
な

い
」
と
の
見
解
で
あ
っ

た
が
、
既
存
施
設
へ
の

具
体
的
方
針
、
今
後
の

新
規
建
築
物
な
ど
へ
の

方
向
性
を
明
確
に
す
べ

き
、
見
解
は
。

【
市
長
】
「
脱
炭
素
先
行

地
域
」
の
計
画
で
は
、

荒
廃
農
地
と
公
共
施
設

の
屋
根
な
ど
へ
初
期
投

資
ゼ
ロ
型
太
陽
光
発
電

施
設
の
設
置
を
想
定
し

て
い
る
。
本
年
度
実
施

す
る
実
現
可
能
性
調
査

で
設
置
対
象
施
設
を
検

討
。
新
規
建
築
物
な
ど

で
は
施
設
ご
と
に
手
法

を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
が
、
使
用
電
力
は
既

存
施
設
と
同
様
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
す

る
考
え
で
あ
る
。

本市の新環境基本計画書

JR 境線 : 上道駅（一反木綿駅）の様子

【
景
山
】
Ｊ
Ｒ
西
日
本

は
、
１
キ
ロ
あ
た
り
１

日
の
平
均
乗
降
者
数

２
千
人
未
満
の
利
用
者

の
少
な
い
ロ
ー
カ
ル
路

線
の
収
支
状
況
を
発
表

し
た
。
県
内
で
は
山
陰

線
の
一
部
が
赤
字
で
あ

り
、
沿
線
自
治
体
で
は

路
線
存
続
を
求
め
る
声

が
相
次
い
で
い
る
と
の

内
容
で
あ
っ
た
。
Ｊ
Ｒ

境
線
の
現
況
に
つ
い
て

把
握
で
き
て
い
る
の
か

う
か
が
う
。
境
線
は
、

主
に
高
校
生
の
通
学
、

通
勤
者
の
交
通
手
段
と

し
て
欠
か
せ
な
い
。
今

後
も
路
線
維
持
に
向

け
、
的
確
な
状
況
把
握

と
利
用
者
へ
の
支
援
策

な
ど
必
要
な
対
応
の
検

討
を
、
見
解
は
。

【
市
長
】
こ
の
度
の
Ｊ

Ｒ
西
日
本
の
公
表
に

は
、
Ｊ
Ｒ
境
線
は
含

ま
れ
て
い
な
い
。
令
和

元
年
度
以
前
は
、
１
キ

ロ
あ
た
り
１
日
平
均

２
７
０
０
人
前
後
で
推

移
し
て
い
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
は
２
０
４
３
人
ま

で
落
ち
て
い
た
。
今
後
、

回
復
す
る
と
見
込
ん
で

い
る
が
、
状
況
把
握
に

努
め
る
。
路
線
維
持
に

向
け
て
、
利
用
促
進
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
や

支
援
策
を
講
じ
て
路
線

維
持
に
も
努
め
る
。
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各 個 質 問

安田　共子　議員安田　共子　議員

無所属（日本共産党）無所属（日本共産党）

不適切事案が続く島根原発
写真提供：中国電力（株）

島根原発
稼働容認撤回を

対策徹底、原因究明、

再発防止を求めた

【
安
田
】
島
根
原
発
に

下
請
け
作
業
員
が
身
分

証
を
書
き
換
え
不
正
に

入
構
し
た
事
案
は
、
再

稼
働
の
条
件
（
安
全
文

化
の
醸

じ
ょ
う
せ
い
成
、
法
令
順
守
）

違
反
に
あ
た
る
。
再
稼

働
容
認
を
撤
回
す
る

か
、
原
因
究
明
、
再
発

防
止
が
で
き
る
ま
で
再

稼
働
手
続
き
を
ス
ト
ッ

プ
さ
せ
る
べ
き
で
は
。

【
市
長
】
中
電
と
原
子

力
規
制
事
務
所
に
、
核

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の

徹
底
と
原
因
究
明
、
再

発
防
止
対
策
に
つ
い
て

県
を
通
じ
て
申
し
入
れ

た
。
現
時
点
で
は
手
続

き
の
ス
ト
ッ
プ
な
ど
特

別
な
措
置
は
考
え
て
い

な
い
。

一般廃棄物処理
基本計画について

市長
リサイクルを推進し

今年度は組成調査を行う

収
は
広
報
や
福
祉
施
設

へ
の
働
き
か
け
を
進

め
、
生
ご
み
の
グ
ル
ー

プ
回
収
は
継
続
し
、
食

品
ロ
ス
削
減
な
ど
啓
発

に
も
注
力
す
る
。

【
安
田
】
分
別
へ
の
協

力
を
促
す
た
め
、
可
燃

ご
み
組
成
調
査
を
定
期

的
に
す
る
べ
き
で
は
。

【
市
長
】
定
期
的
な
組

成
調
査
は
考
え
て
い
な

い
が
、
計
画
改
定
に
あ

わ
せ
実
施
す
る
。

【
安
田
】
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
削
減
へ
公
共
施
設
に

給
水
器
設
置
を
。

【
市
長
】
取
り
組
み
を

研
究
し
た
い
。

【
安
田
】
制
服
ス
ラ
ッ

ク
ス
選
択
制
、
生
理
用

品
配
置
の
検
討
は
。

【
教
育
長
】
一
中
で
生

徒
の
意
見
か
ら
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
制

服
の
改
変
に
向
け
て
協

議
を
重
ね
、
来
年
度
新

入
生
か
ら
新
た
な
制
服

を
導
入
予
定
。
他
校
で

も
検
討
を
始
め
た
。
生

理
用
品
は
可
能
な
学

校
で
試
験
的
に
ト
イ
レ

へ
の
配
置
を
進
め
て
い

る
。

【
安
田
】
学
校
の
規
則

に
つ
い
て
、
生
徒
の
意

見
を
聞
く
取
り
組
み

は
。

【
教
育
長
】
二
中
で
は

体
操
服
や
靴
下
の
色
に

つ
い
て
生
徒
同
士
で
議

論
を
重
ね
、
新
た
な
校

則
が
制
定
さ
れ
た
。

【
安
田
】
ご
み
の
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
を
。

【
市
長
】
紙
お
む
つ
回

生ごみや紙おむつはリサイクルへ

制服や校則に生徒の意見反映を

アンケートや議論を行い

制服や校則を見直し
教育長

市長
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各 個 質 問

平松　謙治　議員平松　謙治　議員

会派　きょうどう会派　きょうどう

ねんりんピックの
開催種目は？

ソフトバレーボールと

ｅスポーツ（新種目）
市長

団
体
と
協
議
の
上
、
本

市
に
お
い
て
は
、
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
新

種
目
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
候

補
地
と
な
り
、
そ
れ
を

内
諾
し
た
。

【
平
松
】
候
補
地
選
定

に
お
い
て
、
本
市
か
ら

各
競
技
団
体
へ
直
接
的

な
働
き
か
け
を
行
っ
た

の
か
。

【
福
祉
保
健
部
長
】
当

初
、
本
市
で
は
、
ヨ
ッ

ト
、
剣
道
、
健
康
マ
ー

ジ
ャ
ン
の
３
つ
の
種
目

の
受
け
入
れ
を
県
に
回

答
し
た
。
市
か
ら
直

接
団
体
へ
働
き
か
け
は

行
っ
て
い
な
い
。
県
か

ら
、
剣
道
は
競
技
団
体

が
米
子
市
で
の
開
催
を

強
く
要
望
さ
れ
、
ヨ
ッ

ト
は
団
体
か
ら
回
答
が

な
か
っ
た
と
聞
い
て
お

り
、
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

は
県
内
の
バ
ラ
ン
ス
か

ら
東
部
で
開
催
す
る
と

の
回
答
が
あ
っ
た
。

　

競
技
や
文
化
交
流
種

目
以
外
の
協
賛
イ
ベ
ン

ト
に
つ
い
て
、
市
と
し

て
積
極
的
に
取
り
組
み

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

【
平
松
】
令
和
６
年
度

に
鳥
取
県
で
開
催
さ
れ

る
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
に

お
い
て
、
本
市
で
ど
の

よ
う
な
競
技
が
行
わ
れ

る
の
か
。

【
市
長
】
県
が
各
競
技

ｅスポーツの大会風景
（カニノケンカ -Fight Crab- ）
写真提供：鳥取県ｅスポーツ協会 

西工業団地入口の
交差点改良を！

地元からの要望もあり

改良の方向で検討中

改良が望まれる西工業団地入口交差点

【
平
松
】
西
工
業
団
地

入
口
の
交
差
点
で
渋
滞

や
危
な
い
運
転
を
見
か

け
る
。
交
通
環
境
の
改

善
を
望
む
が
、
ど
う
か
。

【
市
長
】
改
善
策
と
し

て
旧
水
産
高
校
横
の
交

差
点
と
同
様
に
、
既
存

の
道
路
幅
員
で
停
止
線

位
置
の
移
動
や
右
左
折

の
道
路
表
示
を
設
置
す

る
な
ど
警
察
署
と
協
議

中
で
あ
り
、
協
議
が
整

い
し
だ
い
、
工
事
を
実

施
し
た
い
。

【
平
松
】
西
側
の
道
路

は
、
歩
道
と
車
道
の
境

が
不ふ

め
い
り
ょ
う

明
瞭
な
場
所
も
あ

り
、
一
部
用
地
買
収
な

ど
を
行
い
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
な
ど
の
設
置
を
行
え

な
い
か
。

【
建
設
部
長
】
地
元
自

治
会
か
ら
も
要
望
が
出

て
お
り
、
年
度
当
初
よ

り
、
協
議
を
進
め
て
い

る
。
こ
の
交
差
点
は
、

大
型
車
両
・
ト
レ
ー

ラ
ー
の
利
用
が
多
く
、

現
状
の
道
路
幅
員
で

は
、
課
題
も
残
る
。
今

後
、
西
側
に
右
折
レ
ー

ン
を
設
置
す
る
方
法
で

議
論
を
進
め
る
中
で

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
の

安
全
対
策
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。

建設部長

9 2022年8月／境港市議会　議会だより　第26号



一 般 質 問各 個 質 問

【
永
井
】
Ｊ
Ｒ
中
浜
駅

と
幸
神
町
の
間
の
道

路
は
、
多
く
の
児
童

が
登
下
校
に
利
用
し
て

い
る
。
多
く
の
児
童
が

利
用
す
る
通
学
路
に
、

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
な
ど
の

設
置
が
必
要
で
は
な
い

か
。

【
教
育
長
】
通
学
路
の

安
全
対
策
は
、
平
成
21

年
度
よ
り
関
係
機
関
と

連
携
し
、
「
交
通
安
全

推
進
会
議
」
で
毎
年
危

険
箇
所
を
合
同
で
点
検

し
、
対
応
し
て
い
る
。

指
摘
の
箇
所
に
つ
い
て

は
、
歩
車
分
離
の
道
路

で
あ
り
、
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
設
置
は
関
係
課
と
協

議
し
、
他
の
危
険
箇
所

と
優
先
順
位
を
考
慮
し

な
が
ら
、
対
応
を
協
議

し
て
い
く
。

【
永
井
】
優
先
順
位
の

判
断
は
。

【
建
設
部
長
】
毎
年
７
、

８
月
ご
ろ
、
各
学
校
区

で
警
察
立
ち
会
い
の
も

と
、
地
元
の
皆
さ
ん
と

現
地
を
見
な
が
ら
対
応

を
検
討
し
て
い
る
。

【
永
井
】
帯
状
疱
疹
を

予
防
し
、
ま
た
重
症
化

さ
せ
な
い
た
め
に
は

予
防
接
種
が
有
効
だ

と
考
え
る
。
帯
状
疱
疹

の
予
防
接
種
費
用
補

助
に
対
す
る
考
え
は
。

【
市
長
】
帯
状
疱
疹
は
、

過
去
に
水
ぼ
う
そ
う

に
な
っ
た
際
に
神
経

に
潜
伏
し
て
い
た
ウ

イ
ル
ス
が
、
疲
労
や
ス

ト
レ
ス
な
ど
に
よ
る

免
疫
力
低
下
に
よ
り

再
び
活
性
化
し
て
、
皮

膚
に
痛
み
を
と
も
な

う
水
泡
が
生
じ
る
病

気
で
あ
る
。
50
歳
頃
か

ら
発
症
リ
ス
ク
が
高

ま
り
、
80
歳
ご
ろ
ま
で

に
約
３
分
の
１
の
人

が
か
か
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。

　

50
歳
以
上
の
人
が

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受

け
る
こ
と
で
き
、
市
報

な
ど
で
周
知
し
て
い

る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

任
意
で
全
額
自
己
負

担
だ
が
、
現
在
、
厚
生

労
働
省
に
お
い
て
ワ

ク
チ
ン
の
効
果
や
安

全
性
な
ど
定
期
接
種

化
に
向
け
議
論
中
で

あ
り
、
国
の
動
向
を
注

視
し
て
い
き
た
い
。

帯状疱疹予防接種に
補助をしては

帯状疱疹予防接種へ補助を！

市長
任意接種であるが

国の動向を注視する

集団登校の様子
（中浜小学校区）

教育長
会派　自由未来会派　自由未来

永井　　章　議員永井　　章　議員

通学路の安全対策を

関係課と対応を協議していく
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各 個 質 問

市職員が永続的に
勤務できる環境を

給食費の現況と
無償化への考えは

本市の小中学生の給食を
まかなう給食センター

多くの職員が働く境港市役所

【
米
村
】
学
校
給
食
の

食
材
で
あ
る
、
小
麦
や

油
脂
類
な
ど
の
大
幅
な

値
上
が
り
で
、
す
で
に

給
食
費
の
値
上
げ
を
実

施
あ
る
い
は
、
検
討
中

の
自
治
体
が
あ
る
。
本

市
の
現
況
は
ど
う
か
。

【
教
育
長
】
多
く
の
食

材
の
値
上
げ
が
進
み
、

学
校
給
食
は
も
と
よ

り
、
子
育
て
世
帯
へ
の

家
計
負
担
も
心
配
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
本
市
は

本
年
度
も
給
食
費
を
据

え
置
く
こ
と
と
し
た
。

【
米
村
】
県
内
で
も
、

大
山
町
な
ど
３
町
で
給

食
費
の
全
額
補
助
を
実

施
し
て
い
る
。
本
市
も

子
育
て
支
援
の
充
実
策

と
し
て
無
償
化
の
早
期

実
施
を
求
め
る
。

【
教
育
長
】
学
校
給
食

法
に
基
づ
き
、
給
食
費

は
保
護
者
負
担
が
原
則

と
な
っ
て
い
る
。

　

本
市
で
は
、
就
学
援

助
認
定
を
受
け
て
い
る

家
庭
、
学
校
給
食
を
受

け
る
児
童
生
徒
が
３
人

以
上
い
る
家
庭
の
３
人

目
以
降
は
、
給
食
費
を

全
額
免
除
す
る
制
度
と

な
っ
て
い
る
。
県
内
他

市
で
は
一
部
免
除
や
補

助
が
多
く
、
給
食
費
が

県
内
で
最
も
安
価
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
現
行
制

度
を
維
持
す
る
。

米村　一三　議員米村　一三　議員

会派　きょうどう会派　きょうどう

風通しの良い、明るい

職場環境づくりが重要
市長

も
今
春
の
早
期
退
職
者

が
例
年
よ
り
多
か
っ
た

と
受
け
止
め
た
。
退
職

理
由
を
正
確
に
把
握

し
、
早
期
退
職
が
発
生

し
な
い
よ
う
配
慮
す
る

必
要
は
な
い
の
か
。

【
市
長
】
本
市
職
員
の

採
用
後
３
年
間
の
離
職

率
は
、
こ
の
10
年
間
で

約
6.3
％
で
あ
り
、
県
の

調
査
よ
り
低
い
数
字
と

な
っ
て
い
る
。

　

本
市
で
は
早
期
退
職

の
申
し
出
が
あ
っ
た
際

に
は
、
人
事
担
当
が
当

該
職
員
と
面
談
し
、
退

職
の
理
由
や
経
緯
な
ど

を
聞
き
取
り
、
私
も
報

告
を
受
け
て
い
る
。

　

就
任
以
来
、
職
員
に

対
し
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る

職
場
を
め
ざ
す
と
し

て
、
風
通
し
の
良
い
、

職
員
が
明
る
く
勤
務
で

き
る
職
場
環
境
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。
人
事

評
価
制
度
の
中
で
の
面

談
、
勤
務
状
況
等
報
告

書
に
よ
り
、
職
員
の
健

康
状
態
や
仕
事
の
状
況

を
聞
き
取
り
、
職
場
環

境
改
善
の
参
考
と
し
て

い
る
。

【
米
村
】
県
内
の
企
業

に
就
職
後
、
３
年
以
内

の
離
職
者
が
多
い
こ
と

か
ら
、
県
は
調
査
の
上

で
対
策
を
検
討
す
る
と

あ
っ
た
。
本
市
職
員
で

教育長
給食費については、

現行制度を継続したい
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一 般 質 問各 個 質 問

障がいのある大人への
支援体制は？

市長

市長
本市として主に

４つの施策を実施

イキイキ暮らし　さかいみなと
（YouTube チャンネル　ふるさと鳥取県定住機構）

【
伊
藤
】
ま
ち
づ
く
り

総
合
プ
ラ
ン
〈
第
10
次

境
港
市
総
合
計
画
〉
の

具
体
的
施
策
の
中
で

『
障
が
い
の
あ
る
方
が

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
の
構
築
』
を

掲
げ
て
い
る
が
、
障
が

い
の
あ
る
大
人
に
対
し

て
、
今
後
ど
の
よ
う
な

施
策
を
検
討
し
て
い
る

か
う
か
が
う
。

【
市
長
】
ま
ち
づ
く
り

総
合
プ
ラ
ン
に
お
い
て

は
、
生
活
支
援
の
充
実
・

就
労
支
援
の
充
実
・
障

が
い
へ
の
理
解
促
進
・

精
神
障
が
い
者
の
自
立

支
援
の
充
実
と
大
き
く

４
つ
の
施
策
を
行
う
。

生
活
支
援
で
は
障
が
い

の
あ
る
方
を
介
護
し
て

い
る
家
族
が
急
病
の
場

合
な
ど
の
受
け
入
れ
施

設
を
拡
充
す
る
。
ま
た

就
労
支
援
に
つ
い
て
は

就
労
継
続
支
援
事
業
所

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
改

訂
す
る
。
障
が
い
へ
の

理
解
促
進
に
つ
い
て
は

障
が
い
者
団
体
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
連

携
し
た
福
祉
イ
ベ
ン
ト

を
検
討
し
て
い
る
。
そ

し
て
精
神
障
が
い
者
の

自
立
支
援
と
し
て
は
当

事
者
同
士
の
交
流
を
目

的
と
し
た
当
事
者
会
を

今
後
も
定
期
的
に
開
催

し
て
い
く
。

障がい福祉サービス利用の手引き

会派　自由未来会派　自由未来

伊藤　康弘　議員伊藤　康弘　議員

2025 年に向けた
移住定住施策は？

【
伊
藤
】
「
令
和
２
年

２
月
改
定
版
境
港
市

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

中
で
、
２
０
２
５
年
に

は
２
０
１
５
年
の
本
市

人
口
３
４
，
１
７
４
人

か
ら
８
％
減
と
な
る

３
１
，
４
７
８
人
と
い

う
社
人
研
の
人
口
推
計

が
出
さ
れ
て
お
り
、
本

市
で
も
深
刻
な
人
口

問
題
と
な
っ
て
い
る
。

２
０
２
５
年
に
向
け
た

移
住
・
定
住
施
策
に
つ

い
て
見
解
を
う
か
が

う
。

【
市
長
】
現
在
本
市
に

移
住
・
定
住
さ
れ
る
方

に
対
し
て
、
境
港
市
地

方
創
生
移
住
支
援
金
を

は
じ
め
、
空
家
利
活
用

移
住
定
住
奨
励
金
や
移

住
者
を
対
象
に
補
助
額

を
上
乗
せ
し
て
い
る
境

港
市
創
業
支
援
補
助
金

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
施
策
を
展
開
し
て
い

る
。
昨
年
度
か
ら
は
専

任
の
移
住
相
談
員
を
配

置
し
て
い
る
。
ま
た
、

本
年
度
か
ら
は
新
た
に

若
年
層
へ
の
支
援
策
と

し
て
新
し
い
ふ
る
さ
と

で
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

支
援
補
助
金
を
創
設
し

て
い
る
。
７
月
中
に
は

移
住
者
交
流
会
の
開
催

も
あ
り
、
引
き
続
き
移

住
・
定
住
の
促
進
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

現行支援施策の

当面の継続を予定
市長
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各 個 質 問

松本　晶彦　議員松本　晶彦　議員

会派　自由未来会派　自由未来

ゴミ集積場問題について

左：可燃ごみの日に投棄された
缶とプラスチック

右：カラスにより道いっぱいに広がったゴミ

特別支援コーディネーターの役割図

【
松
本
】
指
定
さ
れ
た

日
時
に
出
さ
な
い
、
分

別
回
収
で
き
な
い
も
の

を
持
ち
込
む
、
軟
プ
ラ

用
の
ピ
ン
ク
の
袋
に
生

ご
み
を
入
れ
る
な
ど
、

ご
み
出
し
マ
ナ
ー
を
守

ら
な
い
事
例
が
多
い
。

歩
道
に
あ
る
集
積
場
で

は
カ
ラ
ス
除
け
の
ネ
ッ

ト
を
か
け
ず
、
カ
ラ
ス

に
荒
ら
さ
れ
て
歩
道
に

散
乱
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
ル
ー
ル
を
無
視

し
た
悪
質
な
不
法
投
棄

を
抑
制
す
る
た
め
に
集

積
場
に
設
置
す
る
監
視

カ
メ
ラ
の
購
入
代
金
を

集
積
ボ
ッ
ク
ス
と
別
に

助
成
で
き
な
い
か
。

【
市
長
】
撮
影
さ
れ
た

映
像
の
管
理
方
法
な
ど

を
十
分
に
検
討
し
た
上

で
要
綱
改
正
を
行
い
、

監
視
カ
メ
ラ
を
助
成
対

象
に
加
え
た
い
と
考
え

る
。

【
松
本
】
路
上
に
は
集

積
ボ
ッ
ク
ス
が
設
置
で

き
ず
、
集
積
場
の
確
保

が
困
難
で
市
の
管
理
す

る
土
地
に
集
積
場
を
設

置
す
る
こ
と
は
可
能

か
。

【
市
民
生
活
部
長
】
自

治
会
よ
り
相
談
が
あ
れ

ば
設
置
の
相
談
に
応
じ

る
。

早い段階で後継者育成と

複数配置を検討する
教育長

監視カメラを助成対象に

加えることを考える
市長

特別支援
コーディネーターの育成

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
幼
保

と
小
学
校
の
橋
渡
し
的

な
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
各
園
を
回
り
観
察

が
必
要
な
児
童
に
応
じ

て
保
護
者
と
面
談
す
る

な
ど
、
就
学
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム

（
保
育
園
や
幼
稚
園
を

卒
園
し
た
後
に
、
子
ど

も
た
ち
が
小
学
校
で
の

生
活
や
雰
囲
気
に
な
か

な
か
な
じ
め
ず
、
落
ち

着
か
な
い
状
態
が
数
カ

月
続
く
こ
と
）
や
不
登

校
は
減
少
し
て
い
る
も

の
の
、
こ
の
機
能
を
維

持
、
拡
大
す
る
た
め
に

さ
ら
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
確
保
が
必
要
で

は
な
い
か
と
思
う
が
、

ど
う
か
。

【
教
育
長
】
就
学
に
関

す
る
教
育
相
談
は
増
加

し
て
お
り
、
審
査
対
象

も
増
加
し
て
い
る
。
教

育
相
談
だ
け
で
な
く

園
・
学
校
経
営
へ
の
助

言
、
特
別
支
援
教
育
主

任
へ
の
支
援
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
。
早
い
段
階

で
の
後
継
者
育
成
と
特

別
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
複
数
配
置
に
つ

い
て
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

【
松
本
】
特
別
支
援
、

配
慮
の
必
要
な
子
ど
も

へ
は
、
特
別
支
援
コ
ー
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各 個 質 問

会派　きょうどう会派　きょうどう

柊　　康弘　議員柊　　康弘　議員

犯罪被害者等支援条例を
制定しては

【
柊
】
２
０
０
４
年
に

成
立
し
た
「
犯
罪
被
害

者
等
基
本
法
」
で
は
、

地
方
自
治
体
の
責
務
と

し
て
「
地
方
公
共
団
体

は
、
基
本
理
念
に
の
っ

と
り
、
犯
罪
被
害
者
等

の
支
援
等
に
関
し
、
国

と
の
適
切
な
役
割
分
担

を
踏
ま
え
て
、
そ
の
地

方
公
共
団
体
の
地
域
の

状
況
に
応
じ
た
施
策
を

策
定
し
、
及
び
実
施
す

る
責
務
を
有
す
る
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

を
受
け
て
、
鳥
取
県
は

「
犯
罪
被
害
者
等
支
援

条
例
」
は
現
場
に
近
い

市
町
村
で
の
制
定
が
望

ま
し
い
と
の
見
解
で
、

県
内
全
市
町
村
に
要
請

に
回
ら
れ
た
と
の
こ
と

だ
が
、
本
市
の
見
解
は
。

【
市
長
】
県
か
ら
見
舞

金
の
支
給
を
目
的
と
し

た
「
犯
罪
被
害
者
等
支

援
条
例
」
を
制
定
す
る

よ
う
昨
年
８
月
に
要
請

が
あ
っ
た
。
本
市
か
ら

は
県
に
対
し
県
条
例
の

制
定
を
要
望
す
る
と
と

も
に
、
国
に
対
し
犯
罪

被
害
者
等
給
付
金
制
度

の
拡
充
を
要
望
し
て
い

る
。
新
た
な
条
例
制
定

の
予
定
は
な
い
が
、
見

舞
金
に
つ
い
て
他
の
自

治
体
を
参
考
に
し
な
が

ら
実
施
を
検
討
す
る
。

犯罪被害者等支援
シンボルマーク

「ギュっとちゃん」

鳥取県に対し県条例制定を

要望している

男性トイレに
サニタリーボックスを

市役所本庁舎 1 階
多目的トイレ

市長 まずは多目的トイレに設置する

市長

【
柊
】
日
本
各
地
で
、

公
共
施
設
の
男
性
ト
イ

レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
す
る
自
治

体
が
増
え
て
い
る
。
前

立
腺
が
ん
や
膀
胱
が

ん
を
患
い
、
手
術
後
に

排
尿
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
、
お
む
つ
や
尿
漏

れ
パ
ッ
ト
を
使
用
す
る

人
が
多
く
、
ま
た
、
が

ん
患
者
に
限
ら
ず
本
市

に
お
い
て
も
高
齢
者
な

ど
、
お
む
つ
や
尿
漏
れ

パ
ッ
ト
を
使
用
し
て
い

る
方
は
少
な
く
な
い
と

思
う
。
市
役
所
や
公
民

館
な
ど
男
性
ト
イ
レ
に

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス

を
設
置
し
て
は
と
考
え

る
が
、
見
解
を
う
か
が

う
。

【
市
長
】
前
立
腺
が
ん

な
ど
の
病
気
や
加
齢
の

影
響
で
、
日
常
的
に
お

む
つ
や
尿
漏
れ
パ
ッ
ト

を
使
用
し
て
い
る
人
が

外
出
先
で
使
用
済
み
の

お
む
つ
な
ど
を
廃
棄
す

る
こ
と
が
困
難
な
た

め
、
設
置
の
動
き
が
あ

る
。
ま
ず
は
、
多
目
的

ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、

お
む
つ
な
ど
が
廃
棄
可

能
で
あ
る
こ
と
な
ど
を

ト
イ
レ
入
り
口
や
扉
な

ど
に
表
示
す
る
。
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各 個 質 問

ケヤキ伐採を
事前に聞いていたのか

地域住民の理解を得て

事業着手したと認識

伐
採
さ
れ
、
市
民
か
ら

は
惜
し
む
声
も
聞
か
れ

る
。
ま
た
一
方
で
は
、

渋
滞
が
頻
発
し
、
事
故

も
多
発
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、
拡
幅
に
よ
り

渋
滞
緩
和
を
期
待
す
る

沿
道
の
住
民
の
声
も
多

い
と
聞
い
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
い
き
な
り

根
元
か
ら
１
０
７
本
の

ケ
ヤ
キ
が
バ
ッ
サ
リ
と

切
ら
れ
、
も
う
少
し
計

画
的
に
移
植
が
で
き
な

か
っ
た
も
の
な
の
か
と

思
う
。
ケ
ヤ
キ
を
一
斉

に
伐
採
す
る
こ
と
を
事

前
に
聞
い
た
の
か
、
ケ

ヤ
キ
並
木
に
代
わ
る
街

路
樹
を
植
樹
す
る
計
画

が
あ
る
の
か
う
か
が

う
。

【
市
長
】
県
道
渡
余
子

停
車
場
線
の
改
良
工
事

は
、
慢
性
的
な
渋
滞
に

加
え
、
貨
客
船
タ
ー
ミ

ナ
ル
完
成
後
の
渋
滞
が

予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
本
市
か
ら
鳥
取
県

へ
要
望
し
て
い
た
。
住

民
の
方
々
の
理
解
を
い

た
だ
い
た
上
で
、
事
業

着
手
に
至
っ
た
と
認
識

し
て
い
る
。
新
た
に
植

樹
を
す
る
計
画
は
な
い

と
聞
い
て
い
る
。

【
加
藤
】
県
道
47
号
線

と
２
４
６
号
線
の
付
加

車
線
延
伸
に
と
も
な
う

道
路
拡
張
工
事
で
街
路

樹
の
ケ
ヤ
キ
を
一
斉
に

完成予想図にあった
花壇がないが

花壇の撤去を行い

段差のない歩道とした

みなとテラス正面アプローチに設置された
注意喚起プランターとポール

市長

【
加
藤
】
ホ
ー
ル
か
ら

正
面
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を

出
て
突
き
進
む
と
、
完

成
予
想
図
に
は
計
画
さ

れ
て
い
る
車
道
と
歩
道

沿
い
の
花
壇
が
な
く

な
っ
て
い
る
。
イ
ベ
ン

ト
が
終
了
し
観
客
が
一

斉
に
外
に
出
た
時
、
段

差
が
わ
か
ら
ず
落
ち

る
危
険
が
あ
る
と
思
う

が
、
そ
の
ま
ま
な
の
か
、

こ
れ
か
ら
注
意
喚
起
を

す
る
物
を
取
り
付
け
る

の
か
、
な
ぜ
花
壇
が
な

く
な
っ
て
い
る
の
か
、

そ
の
経
緯
と
対
策
を
取

る
考
え
が
あ
る
の
か
、

見
解
を
う
か
が
う
。

【
市
長
】
車
道
と
歩
道

の
段
差
に
つ
い
て
は
、

歩
車
道
の
境
界
部
に
、

プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
を
設

置
し
、
歩
行
者
へ
の
注

意
喚
起
を
は
か
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
花
壇
の

撤
去
の
経
緯
に
つ
い
て

は
、
当
初
、
花
壇
と
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
は
残
す
こ

と
と
し
て
い
た
が
、
そ

の
後
、
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
の
作
者
で
あ
る
倉く

ら
さ
わ澤

實み
の
る

氏
に
ゆ
か
り
の
あ

る
浜
田
市
の
倉
澤
實
記

念
館
に
移
設
が
決
ま
っ

た
こ
と
か
ら
、
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
と
一
体
と
な
っ

て
い
た
花
壇
も
撤
去
を

行
い
、
段
差
の
な
い
歩

道
を
確
保
し
た
。

市長

加藤　文治　議員加藤　文治　議員

会派　自由未来会派　自由未来

無残に伐採されたケヤキ並木
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各 個 質 問

警察に道路使用許可は
申請したか

水木しげるロードと
境港水産物地方卸売市場の相互誘客をはかる

強風で倒れた案内看板

Sea 級グルメ
全国大会への考えは

市長
令和 6年度境港大会に

しっかり準備していく

【
吉
井
】
水
木
し
げ
る

ロ
ー
ド
と
市
場
と
の
相

互
誘
客
を
は
か
る
た
め

の
誘
導
案
内
看
板
が
、

４
月
29
日
の
強
風
で
転

倒
し
た
状
況
説
明
を
。

【
市
長
】「
倒
れ
て
い
る
」

と
連
絡
の
あ
っ
た
箇
所

を
確
認
し
、
危
険
回
避

の
た
め
一
時
的
に
倒

し
、
翌
日
に
は
土ど

の

う嚢
を

置
き
応
急
転
倒
防
止
対

策
を
講
じ
た
。

【
吉
井
】
案
内
看
板
は
、

公
道
に
設
置
し
て
あ
っ

た
が
、
警
察
へ
の
道
路

使
用
許
可
は
申
請
し
て

い
た
か
。

【
産
業
部
長
】
申
請
は

し
て
い
な
か
っ
た
。

【
吉
井
】
本
市
の
看
板

設
置
の
取
り
決
め
は
。

【
産
業
部
長
】
産
業
部

で
は
、
看
板
設
置
の
取

り
決
め
は
認
識
し
て
い

な
か
っ
た
。
反
省
し
て

い
る
。

【
吉
井
】
こ
の
事
業
が

随ず

い

い意
契
約
で
行
わ
れ
た

経
緯
を
。

【
産
業
部
長
】
デ
ザ
イ

ン
面
で
水
木
プ
ロ
と
の

調
整
に
難
色
を
示
さ
れ

た
市
内
事
業
者
が
断
っ

た
た
め
、
水
木
プ
ロ
と

の
デ
ザ
イ
ン
調
整
が
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
る
米
子

の
企
業
１
社
に
絞
ら
れ

た
の
で
、
随
意
契
約
と

な
っ
た
。

日本中のみなとまちの旨いもんが大集合！
あなたの 1 票が Sea 級グルメ№ 1 を決定する !!

（みなとオアシスホームページより）

【
吉
井
】
み
な
と
オ
ア

シ
ス
境

さ
か
い
こ
う

港
と
し
て
、「
第

13
回
Ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル
メ

全
国
大
会
In
八
幡
浜
」

へ
の
本
市
の
か
か
わ
り

方
を
問
う
。

【
市
長
】
「
Ｓ
ｅ
ａ
級
グ

ル
メ
全
国
大
会
」
は
、

み
な
と
オ
ア
シ
ス
の
事

業
の
中
で
も
多
く
の
集

客
が
見
込
ま
れ
る
イ
ベ

ン
ト
で
、
本
市
も
誘
致

し
、
一
度
は
本
市
で
の

開
催
が
決
ま
っ
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止

と
な
っ
た
。
改
め
て
令

和
６
年
度
に
、
本
市
で

の
開
催
が
内
定
し
て
い

る
。

　

11
月
の
八
幡
浜
大
会

へ
は
、
本
市
か
ら
出
店

し
て
も
ら
う
事
業
者
を

選
定
す
る
。
大
会
に
は

市
職
員
も
参
加
し
出
店

者
を
支
援
し
、
「
さ
か

な
と
鬼
太
郎
の
ま
ち
境

港
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

【
吉
井
】
「
さ
か
な
と
鬼

太
郎
の
ま
ち
境
港
」
を

県
内
外
に
発
信
し
、
本

市
の
水
産
業
と
観
光
業

の
持
続
可
能
な
発
展
を

は
か
る
た
め
、
令
和
６

年
度
に
内
定
し
て
い
る

境
港
大
会
の
開
催
に
対

し
て
、
市
長
の
所
見
を
。

【
市
長
】
多
く
の
来
場

者
に
満
足
し
て
い
た
だ

け
る
大
会
に
す
る
た

め
、
し
っ
か
り
と
準
備

を
し
て
い
く
。

会派　自由未来会派　自由未来

吉井　　巧　議員吉井　　巧　議員

産業部長
申請はしていなかった、

反省している
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各 個 質 問

助
成
制
度
の
内
容
と
活

用
の
実
態
は
。

【
市
長
】
補
聴
器
な
ど

の
購
入
や
修
理
ま
た
は

再
購
入
に
係
る
費
用
の

一
部
を
鳥
取
県
と
連
携

し
て
助
成
し
て
お
り
、

令
和
３
年
度
に
は
購
入

が
２
件
、
修
理
が
１
件

あ
っ
た
。

【
田
口
】
こ
の
制
度
に

つ
い
て
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
予
算
書
で

も
探
す
こ
と
が
で
き
な

い
状
態
。
必
要
な
方
に

届
か
な
け
れ
ば
意
味
が

な
い
。
改
善
を
求
め
る
。

【
福
祉
保
健
部
長
】
早

急
に
改
善
す
る
。

【
田
口
】
18
歳
以
上
の

軽
度
・
中
等
度
難
聴
者

へ
の
補
聴
器
購
入
費
助

成
に
つ
い
て
、
単
に
購

入
費
用
の
助
成
だ
け
で

な
く
、
難
聴
の
早
期
発

見
や
補
聴
器
購
入
前
の

相
談
、
ア
フ
タ
ー
ケ
ア

ま
で
を
含
め
た
「
聞
こ

え
の
総
合
支
援
」
事
業

と
し
て
体
系
化
す
る
こ

と
が
肝
要
と
思
う
が
。

【
市
長
】
「
聞
こ
え
の
総

合
支
援
」
に
つ
い
て
は
、

先
進
地
で
あ
る
東
京
都

港
区
の
事
例
を
参
考
に

研
究
し
て
み
た
い
。

「聞こえの総合支援」の
体系化を

学校外施設の
早期の校内移設を

現在、学校外にある２つの児童クラブ。
老朽化もあり、早期の校内移設が望まれている。

【
田
口
】
身
体
障
害
者

手
帳
取
得
要
件
に
な
ら

な
い
18
歳
未
満
の
児
童

に
対
す
る
補
聴
器
購
入

早期発見から、補聴器購入、
アフターケアまで含めた

「聞こえの総合支援」を！

【
田
口
】
市
内
公
設
の

児
童
ク
ラ
ブ
の
安
全

面
、
衛
生
面
、
環
境
面

か
ら
の
施
設
整
備
状
況

を
ど
う
把
握
・
評
価
し
、

対
応
さ
れ
て
い
る
か
。

【
教
育
長
】
各
ク
ラ
ブ

で
、
国
の
補
助
を
活
用

し
た
感
染
症
予
防
対
策

を
徹
底
。
安
全
面
や
環

境
面
で
、
一
部
老
朽
化

し
て
い
る
学
校
外
施
設

は
適
宜
必
要
な
補
修
で

対
応
し
て
い
る
。
緊
急

時
の
対
応
を
考
慮
し
た

場
合
、
学
校
内
施
設
で

の
ク
ラ
ブ
運
営
が
最
も

良
い
方
策
と
考
え
て
い

る
。
今
後
は
、
空
き
教

室
の
状
況
を
確
認
し
、

校
内
へ
の
移
転
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。

【
田
口
】
各
ク
ラ
ブ
か

ら
聞
き
取
っ
た
要
望
を

見
る
と
、
大
き
な
予
算

が
必
要
で
な
い
も
の
も

あ
る
。
市
長
部
局
と
し

て
も
予
算
配
分
を
。

【
市
長
】
子
ど
も
の
育

ち
に
か
か
わ
る
こ
と
な

の
で
し
っ
か
り
対
応
し

た
い
。

【
田
口
】
学
校
外
施
設

に
つ
い
て
早
期
の
移
設

に
向
け
た
検
討
を
。

【
教
育
長
】
タ
イ
ム
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
、

移
設
に
向
け
て
ア
プ

ロ
ー
チ
を
し
て
い
き
た

い
。

公明党公明党

田口　俊介　議員田口　俊介　議員

東京都港区の事例を

参考に研究したい
市長

教育長
タイムスケジュールを立て

アプローチしたい
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総合評価落札方式の
メリットは

高い技術力で公共工事の

品質確保をはかる
市長

【
森
岡
】
総
合
評
価
方

式
は
、
３
千
万
円
以
上

の
建
築
工
事
と
２
千
万

円
以
上
の
土
木
工
事
と

規
定
さ
れ
て
い
る
。
総

て
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
と
い
う

手
法
は
な
じ
ま
な
い
の

で
は
な
い
か
。

【
市
長
】
運
営
者
の
水

木
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の

意
向
が
反
映
で
き
る
方

式
と
し
て
こ
の
方
法
が

一
番
望
ま
し
い
と
判
断

し
た
。

【
森
岡
】
設
計
・
施
工

に
は
、
地
元
業
者
を
優

先
し
て
も
ら
う
よ
う
要

請
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

【
市
長
】
当
然
、
市
と

し
て
、
施
工
に
は
地
元

業
者
を
使
う
よ
う
言
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

額
６
億
５
千
万
円
の
清

掃
セ
ン
タ
ー
解
体
工
事

に
は
適
用
さ
れ
て
い
な

い
が
、
そ
の
説
明
を
。

【
建
設
部
長
】
今
回
は
、

技
術
提
案
を
受
け
る
の

で
、
総
合
評
価
方
式
を

適
用
し
て
い
な
い
。

【
森
岡
】
本
市
の
試
行

要
領
に
は
適
用
除
外
の

規
定
が
な
い
が
、
他
市

同
様
に
除
外
規
定
を
定

め
て
お
く
べ
き
で
は
な

い
か
。

【
建
設
部
長
】
今
後
改

善
を
し
て
い
き
た
い
。

【
森
岡
】
水
木
し
げ
る

記
念
館
再
整
備
に
関
し

焼却炉部分が取り壊される
境港市清掃センター

各 個 質 問

医療・薬の意識啓発を
はかっては？

市長
薬の重複を抑止し

適正な服用の周知をはかる

「飲み続けると危険な薬」ほか
宇多川久美子氏著

会派　きょうどう会派　きょうどう

森岡　俊夫　議員森岡　俊夫　議員

【
森
岡
】
薬
剤
師
の
宇

田
川
久
美
子
さ
ん
の

「
飲
み
続
け
る
と
危
険

な
薬
」
と
い
う
本
に
は
、

薬
は
食
品
添
加
物
と
同

様
、
石
油
か
ら
作
ら
れ

る
化
学
合
成
品
で
飲
み

続
け
る
と
肝
臓
や
脳
な

ど
へ
の
副
作
用
の
危
険

が
増
大
す
る
こ
と
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
が
ん

や
認
知
症
へ
の
影
響
な

ど
、
病
気
に
対
す
る
予

防
意
識
や
薬
に
関
す
る

情
報
な
ど
を
市
民
に
周

知
し
、
医
療
費
・
介
護

費
削
減
の
た
め
、
市
民

の
医
療
に
対
す
る
意
識

啓
発
を
は
か
っ
て
は
ど

う
か
。
ま
た
子
ど
も
の

頃
か
ら
の
予
防
医
療
教

育
の
充
実
が
重
要
で
は

な
い
か
。

【
市
長
】
薬
に
頼
ら
な

い
生
活
が
一
番
。
鳥
取

県
は
健
康
寿
命
が
全
国

的
に
も
低
い
。
予
防
が

一
番
大
事
な
の
で
市
民

の
先
頭
に
立
っ
て
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

【
教
育
長
】
薬
を
使
わ

な
く
て
も
済
む
社
会
は

大
切
。
し
か
し
、
全
て

や
め
て
し
ま
う
と
い
う

了
見
は
な
い
。
適
し
た

使
い
方
を
子
ど
も
達
が

身
に
着
け
、
毎
日
笑
顔

で
健
康
に
過
ご
せ
る
学

校
と
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。
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附 帯 決 議

　議案第４３号「令和４年度境港市一般会計補正予算（第２号）」で計上された「水木しげる記念館再
整備事業及び再整備費に係る債務負担行為」に関し、予算委員会において、執行部より、水木しげる
記念館の再整備は「整備費用を市が調達し、設計・施工から維持・管理運営までを水木プロを含む共
同事業者グループとの随意契約で行うＤＢＯ方式（※１）での実施を検討している」との説明がありまし
た。
　委員からは、本市が初めて取り組むことになるＤＢＯ方式による施設整備について、「計画について
具体的な説明が不足している」、「ＤＢＯ方式が最善であるとの結論には第三者の判断を仰ぐ必要性が
ある」、「水木プロからの協力が必要な中で、最善の判断ととらえる」などさまざまな意見がありました。
　委員会での議員間討議によってさらに議論を深め、最終的に一般会計補正予算については全会一致
で可決しました。また、委員会での議論を踏まえ、附帯決議（※ 2）を提出し、本会議において全会一致
で可決しました。

議案第４３号  令和４年度境港市一般会計補正予算（第２号）

附帯決議【水木しげる記念館再整備について】

議案第４３号　令和４年度境港市一般会計補正予算（第２号）に対する附帯決議（抜粋）

補正予算の執行にあたっては、次の事項に留意し、事業推進に取り組むよう強く求める。
記

１．債務負担行為の設定とはいえ、事業計画全体に係る内容等がしっかり示されていないこと
　　から、今後は各段階（基本協定、指定管理の協定など）に応じて議会へ適時報告すること。
２．ＤＢＯ方式により、水木しげる記念館の建設・運営が実施される場合、水木プロダクショ
　　ンを含む共同事業者グループと本市の協定においては、収支に大きな変動があった場合の
　　取り決めを明確にすること。
３．水木しげる記念館の設計・施工等において、可能なかぎり地元業者を採用するよう求める
　　こと。
　　以上、決議する。

【参考】

（※１）ＤＢＯ（Design Build Operate）方式

　ＰＦＩ（Private Finance Initiative）に類似した施設の整備・運営に係る事業方式の一つで、公共の所有

下で民間の意見を取り入れながら、公共が施設を建設、所有し、運営期間中はノウハウを有する民間事業

者が設立するＳＰＣ（Special Purpose Company）が運営を行う方式をいいます。

（※２）附帯決議

　議案などの議決にあたり、付随的に付けられる意見または要望の決議のことをいいます。

　附帯決議を議決することで、議案の可否だけでは表すことのできない議会意思を表明することができま

す。ただし市長等に対しては、これを尊重する政治的、道義的な責務を負わせるにとどまるものであり、

法的な拘束力を有するものではありません。（参考：地方議会運営辞典）

©️水木プロ
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あ
と
が
き

早く再会したい光景 2015年　撮影：大濱　博幸　様

　
今
年
は
、
マ
グ
ロ
や
イ
ワ
シ
な
ど
の
豊
漁
が
続

き
ま
し
た
。ま
た
、
市
民
の
暮
ら
し
を
豊
か
な
も

の
に
し
て
い
く
、
文
化
の
殿
堂
で
あ
る
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
と
市
民
図
書
館
が
７
月
に
開
館
し
ま

し
た
。さ
ら
に
待
望
の
み
な
と
祭
も
開
催
さ
れ
、

コ
ロ
ナ
禍
で
閉
塞
感
が
あ
っ
た
境
港
も
未
来
に

向
け
、明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
侵
略
、
そ
れ
に
と
も
な
う
物
価
高
騰
・
円
安

に
よ
り
、
市
民
生
活
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
は

多
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
る
に
は
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
声
を
し
っ
か
り
聴
い
て
、
そ
れ
を
政
策
と

し
て
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
思
い

ま
す
。

　
ま
た
、
３
つ
の
港
を
擁
し
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の

あ
る
「
さ
か
な
と
鬼
太
郎
の
ま
ち
」
境
港
に
お
い

て
、
未
来
に
向
け
て
次
の
一
手
を
打
つ
時
で
も
あ

り
ま
す
。今
こ
そ
、
議
会
が
一
致
団
結
し
て
、
前
へ

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。今
後
も
、
市

政
へ
の
要
望
な
ど
議
会
に
対
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
声
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
足
田
）

『市民と議会の懇談会』を開催します
～皆さんのお越しをお待ちしております～

◉とき・ところ

（注）新型コロナウイルスの感染状況により開催を延期あるいは

　　 中止する場合があります。予めご了承ください。

と　　き

8 月 1 日（月） 上道公民館

8 月 2 日（火） 余子公民館

8 月 5 日（金） 誠道公民館
開会　午後 7 時 30 分

閉会　午後 9 時（予定）8 月 8 日（月）
外江ふれあい会館

中浜公民館集会所

8 月 9 日（火）
渡公民館

境公民館

と  こ  ろ 時　　間


